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本研究は令和元年度園芸学会東海支部大会(2019年8月)において発表した。 

本研究は「次世代国産花き産業確立推進事業」により実施した。 
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摘要：海外を視野にいれた販路拡大に資するため、グロリオサ切り花の保管温度・保管日

数及び糖による出荷前処理が日持ち性に及ぼす影響を検証した。夏季及び冬季いずれの切

り花も保管温度が高いほど、また保管日数が多いほど日持ち日数は少ない傾向となった。

出荷後から日持ち終了までの温度と日数の積(温度時間値)は夏季切り花では 190～210、冬

季切り花では 230～250 が目安となることが示唆された。比較的低温で 3～5 日間の保管を

行うと小花の開花率低下がみられたが、水揚げ液に糖を添加することで開花率低下を抑え

ることができた。さらに、糖の添加により日持ち日数も多くなった。 
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緒 言 

 

本県特産品であるグロリオサ(国内生産量全国2位)1)

は、鮮やかな花色や特徴ある花形をしていることから、

海外からも高い評価を受け、県外産を含め海外への輸出

が増加している品目である2,3)。また周年出荷が可能な

ため、今後も海外における需要が増加していくと考えら

れる。市村ら4)は、グロリオサ切り花は観賞期間中、高

温条件で管理すると常温と比べ日持ち期間が短縮すると

報告していることから、海外の販路拡大に伴う輸送中の

温度変化や輸送期間の長期化により日持ち性の低下が懸

念される。一方、バラにおいて切り花収穫から日持ち終

了までの温度と日数の積が一定になるという考え方(温

度時間値)が示されている5,6)。そこで、グロリオサ切り

花の保管温度と保管日数が日持ち性に及ぼす影響を調査

し、温度時間値について検証した。また、産地では水道

水で切り花の水揚げをしているが、最も上位の蕾は開花

しないことが多い7）。このため、収穫後の管理について

検討されており、消費者段階で糖質と抗菌剤の連続処理

を行うことで、蕾の開花を促進できることや輸送中及び

輸送後に6％以上のショ糖液を給液処理することで花持

ちが長くなることが報告されている4,7,8）。本試験では

生産者段階で糖による出荷前処理をした場合の開花率等

についても検討した。 

 

材料及び方法 

 

供試材料は本県田原市生産農家のビニルハウス内で

土耕栽培されたグロリオサ・ロスチャイルディアナ種

「ロイヤル」を用いた。なお冬期はハウス内気温が夜

間10℃以上となるよう加温した。切り花の調整は、長

さ75 ㎝に切り、下葉を30 ㎝除去した。保管時は高さ

30 ㎝・直径10.5 ㎝のステンレス製花筒に抗菌剤(美

咲ファームBC、OATアグリオ株式会社、東京)を水道水

で500倍希釈した液(以下、抗菌液という)を1 L入れ、

切り花3本に吸水させながら暗黒条件で管理した。日

持ち試験の環境は、室温25℃、湿度60％、12時間日長

で蛍光灯を光源とし、照度は1000 lxとした。日持ち試

験は、保管時と同様の花筒に切り花3本入れ、抗菌液

を1 L加えた。試験期間中、生け水が減少した時は抗菌

液を適時継ぎ足した。日持ち調査は日本花普及センタ

ーのグロリオサの日持ち評価レファレンステストマニ

ュアル品質調査判定基準9)を参考にして、小花の開花

(C、D判定となる老化していない開花小花の数をCは2

輪以下、Dは1輪以下に訂正、図1)、花の萎れ、葉の萎

れ、葉の褐変・壊死、葉の黄変、軟弱茎を観察し、日
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持ち日数を判定した。 

 

1 保管温度・日数が日持ち性に及ぼす影響 

試験区は夏季では保管温度5・15・25・30℃の4水

準、冬季では保管温度5・10・15・20・25℃の5水準と

し、保管日数についてはいずれも1・3・5日の3水準を組

み合わせ、夏季では計12区、冬季では計15区を設けた。

供試材料は夏季(2018年8月15日)及び冬季(2019年1月30

日)ともに花蕾が5個付き、かつ開花数が1～2輪の切り花

を用いた。収穫後、長さ80 ㎝に切り戻し、水道水で一

晩吸水させ、10本ずつ輪ゴムで束ね、夏季のみは切り口

を切り花用保水材(エコゼリー(エコゼリー株式会社、香

川県))につけた状態で、20本ずつ出荷用段ボール箱(100

×33×20 cm)に梱包し、田原市から試験場まで搬送し

た。段ボール箱から切り花を出して調整し、所定の保管

温度・日数で処理した後、日持ち試験を行った。1区9～

13本を供試した。 

 

2 糖を含む水揚げ液による出荷前処理が日持ち性に及ぼ

す影響 

試験区は保管温度を5℃及び25℃、保管日数を1日及

び3日(25℃は1日のみ)とし、なお糖添加区については6

％濃度となるようにスクロース(シグマアルドリッチジ

ャパン合同会社、東京)を添加した。供試材料は2018年9

月14日に花蕾が5個付き、かつ開花数が1輪で第2花の蕾

が着色を開始していない切り花を用いた。収穫後直ちに

抗菌液又は抗菌液に糖を添加した液をバケツに入れ、吸

水させながら田原市から試験場まで搬送した。切り花を

調整した後に、再び吸水と同じ液1 Lを入れた花筒に入

れ、試験区の温度・日数で保管した後、日持ち試験を行

った。1区12本を供試した。 

 

結果及び考察 

1 保管温度・日数が日持ち性に及ぼす影響 

日持ち終了の要因はすべての区において開花小花が

残り１輪になったことであった(図1)。夏季切り花にお

いて保管温度と保管日数の積が5～30の区、45～90の区

及び125～150の区で、冬季については5～75の区と100～

125の区で日持ち日数に有意差がみられた(表1、2)。ま

た、夏季及び冬季いずれの切り花も保管温度と保管日数

の積及び日持ち日数の間には負の相関関係が認められた

(図2、3)。これらのことから保管温度が高いほど、保管

日数が長いほど日持ち日数は少なくなることが明らかと

なった。第5花まで開花した切り花の割合は、夏季切り

花では5℃3日区及び5℃5日区、15℃5日区で、冬季切り

花では5℃5日区及び10℃5日区で低い傾向となった(表

1、2)。5～15℃の比較的低温での3～5日間の保管は、後

半の蕾を未開花にする割合を高めることが明らかになっ

た。 

 

図 1 日持ち終了時の切り花の状態(開花小花が残り 1輪) 

表 1 夏季切り花における保管温度・日数が日持ち性へ及ぼす影響 

保管温度

(℃） 

保管日数

(日) 

保管温度と 

保管日数の積 

日持ち日数 

(日) 

温度時間値 2) 

 (℃・日) 

第 5花まで開花した

切り花の割合(％) 

5 

1 5  7.7 a1) 198 91 

3 15  6.9 a 188 70 

5 25  7.3 a 207 64 

15 

1 15  7.4 a 200 90 

3 45  5.8 b 190 90 

5 75  5.3 bc 208 58 

25 

1 25  7.1 a 202 100 

3 75  5.0 bc 200 85 

5 125  3.0 d 200 91 

30 

1 30  6.9 a 203 100 

3 90  4.5 c 204 82 

5 150  2.1 e 202 100 

1)同一列の異なる符号間に1％水準で有意差あり(Tukey-Kramer法、n=10～13） 

2)保管温度と保管日数の積と日持ち日数×25(℃)の和 
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保管開始から日持ち終了までの温度と日数の積(温度

時間値)は夏季切り花では188～208、冬季切り花では229

～252となり(表1、2)、夏季では190～210、冬季では230

～250が出荷以降の日持ちの目安として活用できる可能

性が示唆された。市村ら4)は大半の切り花品目の日持ち

は高温条件で短縮するが、その程度は品目により差があ

るとしている。今回のグロリオサに関しては、日持ち試

験中は一定の温度であったことから保管時の高温環境が

開花速度を速め、その後の日持ち日数が少なくなったと

考えられる。 

 

2 糖を含む水揚げ液による出荷前処理が日持ち性に及ぼ

す影響 

日持ち終了の要因は全ての区において開花小花が残

り１輪になったことであった(図1)。5℃1日で保管した

場合、水揚げ液に糖を添加した切り花の日持ち日数は無

添加のものより長かった。市村ら4)はグロリオサ切り花

を常温(23℃)で管理した場合、消費者段階で生け水に糖

質と抗菌剤を添加し連続処理したものは、蒸留水だけの

ものに比べやや日持ちが延長することを報告している。

また減圧密封包装した切り花に輸送中及び輸送後に6％

表 2 冬季切り花における保管温度・日数が日持ち性へ及ぼす影響 

保管温度

(℃） 

保管日数

(日) 

保管温度と 

保管日数の積 

日持ち日数 

(日) 

温度時間値 2) 

 (℃・日) 

第 5花まで開花した

切り花の割合(％) 

5 

1 5   9.5 a1) 238 100 

3 15   9.4 a 250 83 

5 25   8.3 abc 233 22 

10 

1 10   9.4 a 243 100 

3 30   8.8 ab 249 75 

5 50   8.1 bc 252 55 

15 

1 15   9.1 ab 242 92 

3 45   8.1 bc 247 83 

5 75   7.1 cd 252 92 

20 

1 20   8.6 ab 244 100 

3 60   7.2 cd 240 90 

5 100   5.2 e 229 83 

25 

1 25   9.2 ab 243 83 

3 75   6.6 d 240 90 

5 125   5.1 e 252 100 

1)同一列の異なる符号間に 5％水準で有意差あり(Tukey-Kramer法、n=9～12) 

2)保管温度と保管日数の積と日持ち日数×25(℃)の和 

 
図2 夏季切り花における保管温度・保管日数の積と

日持ち日数 

1)1％水準で有意差あり 

y = -0.0383x + 7.8304
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図3 冬季切り花における保管温度・保管日数の積と 

日持ち日数 

1)1％水準で有意差あり 

y = -0.0401x + 9.7826
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以上のショ糖液を給液処理することで花持ちをより長く

することができると報告されている8)。今回の試験結果

から、輸送段階及び消費者段階の生け水だけでなく、生

産者段階の出荷前処理でも糖の添加が日持ち延長に効果

があると考えられた。 

小花の開花率は保管温度と保管日数が同じ区を比較

した場合、水揚げ液に糖を添加した区は無添加の区より

も第4花及び第5花ともに向上した(表3)。一般的に蕾が

多数つくシュッコンカスミソウやキンギョソウといった

切り花品目は、糖質処理を行うことで蕾の開花促進や日

持ち延長に効果がみられる10,11)。これらの品目と同様

に、水道水に生けただけでは全ての花蕾が開花しない場

合があるグロリオサ7)においても、出荷前処理で糖を補

うことにより蕾の開花が促進されたものと考えられる。

ただし、5℃3日の保管では第5花の開花率は糖添加の場

合であっても低く、糖の不足だけでなく低温障害による

蕾の枯死が発生したものと考えられた。また今回は糖添

加の開花促進効果を検証するため、スクロース6％とい

う濃度で処理したが、費用対効果を考えた場合、さらに

低い処理濃度での検証が必要である。 
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表 3 保管温度及び保管日数と水揚げ液への糖添加が日持ち性と小花の開花率に及ぼす影響 

保管温度

(℃) 

保管日数

(日) 

糖添加の 

有無 

日持ち日数 

(日) 

第 4花開花率

(％) 

第 5花開花率

(％) 

5 1 有 11.3 a1) 100 100 

5 1 無 10.1 b 100 83 

5 3 有 9.4 bc 100 33 

5 3 無 8.7 c 83 0 

25 1 有 10.2 b 100 100 

25 1 無 10.0 b 100 75 

1)同一列の異なる符号間に 1％水準で有意差あり(Tukey法、n=12） 


